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　全長143km、４県にまたがる流域面積2,860k㎡という筑後川は、
別名「筑紫次郎」。日本三大河川のひとつに数えられる九州随一の大河で、
人々は親しみをこめ「ちっご川」と呼びます。市内には九州新幹線の鉄
橋など９本の橋がかかり、悠々たる流れを臨む河畔は市民の憩いの場と
なっています。なお、久留米のイメージキャラクターの「くるっぱ」は
この筑後川の生まれで、市内に多くの逸話が残る河童がモチーフです。

　市の花として愛されている久留米つつじは、春になると街路や公園な
どで花開き、久留米の街中を彩ります。久留米藩士坂本元蔵が開発した
「コケまき法」という栽培技術により誕生した久留米つつじは今では数
百種類。毎年４月の第３土・日曜日に開催される、ウォーキングの祭典「久
留米つつじマーチ」でも、参加者の目を、色とりどりの花で楽しませます。

　久留米ラーメンは、とんこつを長時間煮込んで作られた、白濁したスー
プが特徴。一度食べたら忘れられない味で、食通として知られた作家の
壇一雄氏も「日本一」と絶賛しました。もちろん久留米はとんこつラー
メンの発祥の地でもあり、市内にはたくさんのラーメン店があります。
店それぞれで味が異なるため、自分好みのお店を探すのも楽しみの一つ
です。

　久留米の焼きとりの自慢は、鶏だけでなく牛や豚、さらには馬までの
バラエティ豊かなネタ。かつては鶏肉が高価で、手軽な豚肉が好んで食
べられていたこともあり、現在でも、豚バラ、ダルム、センポコなど、
鶏肉以外のメニューも豊富です。特にダルムは、医学生たちが、その
部位をドイツ語で表現し「腸」を「ダルム」と呼んだことがきっかけと
言われています。また焼きとり店の人口当たりの店舗数は全国有数で、
久留米のB級グルメの火付け役ともなりました。

筑後川

久留米つつじ

久留米ラーメン

久留米焼きとり

　福岡県公民館連合会では、市町村の特色ある公民館活動や公立公民館一覧、県公連の活動状況、
実践交流会で発表された実践事例等をホームページに掲載し、情報提供に努めています。

　YahooやGoogleなどの検索サイ
トから「福岡県公民館連合会」と入力
してもご覧になれます。

○「お知らせ」に新着情報を掲載して
いきます。

○「福岡県公民館大会誌」にこれまで
の大会誌を掲載しています。

　年３回ホームページ上で発行してい
ます。（７月、11月、３月）

○市町村のページ特集
　「特色ある公民館活動」
○こちら県公連

福岡県公民館連合会ホームページ

福岡県公民館連合会ホームページ http://www.fukuokaken-kominkan.jp/

県公連と県内公民館を結ぶ
情報誌です。

定期更新（年３回）以外に、新着情報の随時更新を行います。
ぜひ、ご覧ください。



第61回福岡県公民館大会　県公連会長挨拶

　県内各地から、公民館に関わっておられます皆様の御参加をいただき、ここ久留米市に
おきまして、第61回福岡県公民館大会が盛大に開催されますことをたいへん嬉しく思って
おります。
　また、本日は、地域の公民館活動の振興に顕著な御功績があった方々や、公民館運営並
びに事業等の活動が優秀な公立公民館、自治公民館、コミュニティセンターに対しまして、
福岡県公民館連合会から表彰をさせていただきます。表彰を受けられます皆様には、これ
までの御尽力に対しまして、心から敬意を表しますとともに、感謝申し上げます。
　さて、昭和20年に寺中作雄氏が、公民館構想を示し、翌、昭和21年に文部次官通牒とし
て「公民館の設置運営について」が発せられてから、今年で70年という節目の年を迎えます。
この後、瞬く間に公民館が設置され、前回の社会教育調査では、全国１万４千館、県内に
は公立公民館、コミュニティセンター、自治公民館等を含め５千館設置されています。そ
れぞれの館で、地域住民にとってさらに利用しやすく、生涯を通じての学びの場となるた
め、様々な工夫がされているところです。
　これまで学びの場として社会教育の振興に寄与し、地域の自治・協働・創造に大きな役
割りを果たしてきた公民館ですが、今後、長年蓄積されてきた多種多様な学びのノウハウ
を提供することで、これまで以上に地域とのつながりを再構築していかなければならない
と考えます。
　本大会は、こうした視点を踏まえて、テーマを「ひとを育て、まちを育む公民館力」と
いたしました。この中で「地域の課題解決に向けて、『公民館』はどうあるべきか？」と
題してインタビュー・ダイアローグを行い、その後、秋田大学大学院教育学研究科　教授　
原　義彦様に「ひとを育て、まちを育む公民館の在り方」～公民館が担ってきたもの、こ
れから担うもの～と題し、御講演をお願いしております。
　皆様方にとりまして、本大会を、２月に実施いたします公民館実践交流会に向けての指
針としていただくとともに、実り多き大会となりますことを心から願う次第です。
　おわりに、本大会の開催に当たり、準備から運営に至るまで多大なる御支援を賜りまし
た地元久留米市をはじめ、北筑後地区の皆様、関係各位に心から感謝申し上げますととも
に、御参加いただいた皆様のますますの御活躍と御健勝を祈念申し上げます。

平成28年８月10日　

福岡県公民館連合会会長

中 嶋  裕 史

1



第61回　福岡県公民館大会開催要項

１　趣　　　旨 　現在、少子高齢化、高度情報化、生活様式や価値観の多様化、地域におけ
る人間関係の希薄化等、私たちを取り巻く環境は大きく変化してきており、
新たな人づくり、地域づくりが課題となっています。このような中、これま
での学びの場として社会教育の振興に寄与し、地域の自立・協働・創造に大
きな役割を果たしてきた公民館が見直されるようになってきました。今こそ、
公民館が地域住民の集う場を提供し、人と人とのつながりを生み出し、様々
な学びを育んできたことを振り返るとともに、長年蓄積されてきた多種多様
な学びのノウハウを提供することで、これまで以上に地域とのつながりを再
構築していかなければならないと考えます。
　開催地である久留米市では、46の小学校区にあるコミュニティセンターに
おいて地域課題の解決と人づくり、まちづくりに取り組まれています。この
久留米市に県内の公民館関係者が集い、社会の変化への対応、公民館の機能
と果たすべき役割、地域課題の解決に向けた新たな取組についてともに学び
あうことで、「ひとを育て、まちを育む公民館力」をさらに高めるとともに、
より一層の公民館の充実と発展をめざして本大会を実施します。

２　大会テーマ 「ひとを育て、まちを育む公民館力」

３　主　　　催 福岡県公民館連合会、福岡県教育委員会

４　共　　　催 久留米市教育委員会

５　後　　　援 福岡県、久留米市、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県市町村教育委員会
連絡協議会、福岡県社会教育委員連絡協議会、福岡県視聴覚教育協会、福岡
県PTA連合会、福岡県地域婦人会連絡協議会、福岡県子ども会育成連合会、
福岡県文化団体連合会、福岡県明るい選挙推進協議会、福岡県金融広報委員
会

６　期　　　日 平成28年８月10日（水）
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７　会　　　場 久留米市シティプラザ
　　〒830-0031 久留米市六ツ門町８番地１号
　　TEL 0942－36－3000

８　参　加　者 約1,000名
公民館職員、公民館運営審議会委員、自治（町内）公民館等関係者、コミュ
ニティ施設関係者、社会教育委員、行政関係者、学校教育関係者

９　日　　　程 12：00 ～	 受　　　　付

12：30 ～	 大 会 式 典
	 ・主催者あいさつ　・来賓祝辞　・表彰式　・日程説明

13：05 ～	 インタビュー・ダイアローグ
	 「地域の課題解決に向けて、
	 　　　　　『公民館』はどうあるべきか？」
	 　（登壇者）
	 　秋田大学大学院教育学研究科 教授	 原 　　義彦 氏
	 　那珂川町教育委員会社会教育課 主事	 栗田 　　大 氏
	 　鞍手町上木月区公民館 館長	 井上 正日出 氏
	 　鞍手町教育委員会教育課 主幹	 吉田 　　幹 氏
	 　久留米市安武校区まちづくり振興会 職員	 緒方 　麻美 氏

14：35 ～	 休　　　　憩

14：50 ～	 講　　　　演
	 「ひとを育て、まちを育む公民館の在り方」
	 　　～公民館が担ってきたもの、これから担うもの～
	 　秋田大学大学院教育学研究科 教授	 原 　　義彦 氏

16：00	 閉　　　　会
	 ・次期開催地　あいさつ
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福岡県公民館連合会表彰

平成28年度公民館役職員表彰
平成28年度優良公民館表彰

種別 番号 市町村名 氏　　名 所属 役職名 業　　　績

公
　
　
　
立
　
　
　
公
　
　
　
民
　
　
　
館

１

福 岡 市

山
やま

本
もと

佑
ゆう

治
じ 東

ひがし

区
く

青
あお

葉
ば

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【公民館施設の管理・運営】　公民館事業や地域
活動への参加者の拡大を図るとともに、公民館の

「運営懇親会」等の実施方法を工夫・改善し、地
域の各種団体と連携を密にするなど、公民館施設
の管理・運営に貢献した。

２ 湯
ゆ

村
むら

和
かず

枝
え 東

ひがし

区
く

美
み

和
わ

台
だい

公
こう

民
みん

館
かん 前

ぜん

主
しゅ

事
じ
【人権教育】　校区人権尊重推進協議会と共催で
人権啓発に積極的に関わるとともに、各種の催事
等への校区住民の参加を促すなど、公民館におけ
る人権教育に貢献した。

３ 松
まつ

村
むら

秀
ひで

豊
とよ 博

はか

多
た

区
く

東
とう

光
こう

公
こう

民
みん

館
かん 前

ぜん

館
かん

長
ちょう
【地域づくり】　子育てのしやすい地域とするため
地域ボランティアと連携し、高齢者の社会参画と、
子どもの健全育成及び子育て支援に重点を置いた
主催事業を実施するなど、地域づくりに貢献した。

４ 西
にし

頭
とう

敬
けい

一
いち

郎
ろう 博

はか

多
た

区
く

奈
な

良
ら

屋
や

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】　町内会・自治協議会と連携し、若
年層が興味を持ち、参加しやすい講座等を企画・
実施するとともに、公民館から積極的に情報を発
信するなど、地域づくりに貢献した。

５ 日
ひ

永
えい

田
だ

義
よし

紀
のり 博

はか

多
た

区
く

板
いた

付
づけ

公
こう

民
みん

館
かん 前

ぜん

館
かん

長
ちょう

【公民館施設の管理・運営】　地域行事や公民館
事業へ若い世代の参加者を増やすため、広報活動
を強化するとともに、公民館を地域住民のふれあ
いの場とするため職員の資質向上を図るなど、公
民館施設の管理・運営に貢献した。

６ 小
こ

堀
ほり

康
やす

治
じ 中

ちゅう

央
おう

区
く

草
くさ

ヶ
が

江
え

公
こう

民
みん

館
かん 前

ぜん

館
かん

長
ちょう

【地域づくり】　幅広い世代向けの事業を実施す
ることで、地域住民の学習意欲の喚起を図るとと
もに、地域住民の学習ニーズや地域課題を的確に
捉え地域と密着した事業を展開するなど、地域づ
くりに貢献した。

７ 宝
ほう

蔵
ぞう

寺
じ

保
やす

子
こ 中

ちゅう

央
おう

区
く

平
ひら

尾
お

公
こう

民
みん

館
かん 前

ぜん

主
しゅ

事
じ
【高齢者教育】　高齢者を対象とした平尾大学で
は、参加者に対して細かく気を配るとともに、高
齢者が積極的に公民館活動へ参加できるような
働きかけを行うなど、高齢者教育に貢献した。

８ 山
やま

下
した

宣
のり

子
こ 南

みなみ

区
く

東
ひがし

花
はな

畑
はた

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【公民館施設の管理・運営】　公民館事業に対し
て随所に新しい企画を盛り込み、きめ細かな取組
を行うとともに、公民館ブログの開設や情報イン
フラの整備をするなど公民館施設の管理・運営
に貢献した。

９ 山
やま

下
した

繁
しげ

喜
き 城

じょう

南
なん

区
く

金
かな

山
やま

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】　自治協議会や社会福祉協議会と
連携した「カフェたまり場」を実施するととも
に、多くの世代が集える場所として公民館を提供
するなど地域づくりに貢献した。

10 夏
なつ

目
め

洋
ひろ

子
こ 早

さわ

良
ら

区
く

大
おお

原
はら

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ

【団体育成・サークル活動】　新しい視点と切り
口で教室等の企画・運営を行うとともに、地域、
各種団体からの信頼のもと、地域の特性に応じた
公民館事業を実施するなど、団体育成・サークル
活動に貢献した。

祝

平成28年度福岡県公民館連合会表彰一覧（公民館役員）
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種別 番号 市町村名 氏　　名 所属 役職名 業　　　績

公
　
　
立
　
　
公
　
　
民
　
　
館

11

福 岡 市

梶
かじ

山
やま

美
み

知
ち

子
こ 早

さわ

良
ら

区
く

百
もも

道
ち

浜
はま

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【団体育成・サークル活動】　サークル連絡協議
会と連携し、公民館利用ルールの徹底と責任意識
の高揚を図るとともに、「百道浜カレッジ」「子ど
もカレッジ」など、団体育成・サークル活動に貢
献した。

12 平
ひら

川
かわ

武
たけ

彦
ひこ 早

さわ

良
ら

区
く

脇
わき

山
やま

公
こう

民
みん

館
かん 前

ぜん

館
かん

長
ちょう
【地域づくり】　公民館でホタル飼育を実現させ、
地域でホタルを増やすための足がかりを作ると
ともに、飼育に高齢者サークルや小学生を巻き込
むなど地域づくりに貢献した。

13 竹
たけ

中
なか

恵
けい

子
こ 西

にし

区
く

壱
い

岐
き

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【地域づくり】　各種団体と連携して高齢化問題
に取組むとともに、地域で行われている「いきい
き祭」や「文化祭」などの企画メンバーとして運
営に係るなど、地域づくりに貢献した。

14 田
た

村
むら

和
かず

子
こ 西

にし

区
く

玄
げん

洋
よう

公
こう

民
みん

館
かん 主

しゅ

事
じ
【地域づくり】　公民館の基本的機能である「集
う・学ぶ・つなぐ」を実践するとともに、主催事
業において各種団体と連携し高齢化問題や子ども
育成事業に取組むなど、地域づくりに貢献した。

15 朝 倉 市 堀
ほり

内
うち

　 繁
しげる 朝

あさ

倉
くら

市
し

福
ふく

田
だ

コミュニティ協
きょう

議
ぎ

会
かい 前

ぜん

事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

【地域づくり】　コミュニティセンターと地域の
小学校が連携し、様々な取組や地域見守り体制の
確立を図るとともに、各種事業に意欲的に取組な
がら、地域住民の連帯感の向上に努めるなど、地
域づくりに貢献した。

16 柳 川 市 田
た

中
なか

義
よし

隆
たか 柳

やな

川
がわ

市
し

中
なか

島
しま

校
こう

区
く

公
こう

民
みん

館
かん 前

ぜん

館
かん

長
ちょう
【地域づくり】　公民館活動先進地の視察研修を
行い、指導者の育成を推進するとともに、公民館
の規約の整備、児童の登下校時の「見守り隊」の
創設など、地域づくりに貢献した。

自

治
（
町

内
）
公

民

館

１ 山
やま

下
した

洋
よう

介
すけ 門

も

司
じ

区
く

清
きよ

見
み

校
こう

区
く

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】　まちづくり協議会や婦人会と連
携しながら、盆踊りやグラウンドゴルフなどの行
事を開催するとともに、見守り活動や高齢者支援
活動に取組むなど、地域づくりに貢献した。

２ 北九州市 梶
かじ

　 務
つとむ 小

こ

倉
くら

北
きた

区
く

熊
くま

谷
がい

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】　地域と協力しながら健康事業、文
化事業を積極的に行うとともに、地域の様々な異
年齢が交流できる事業の企画・運営、生涯学習の
普及活動など、地域づくりに貢献した。

３ 清
し

水
みず

純
じゅん

一
いち 八

や

幡
はた

西
にし

区
く

浦
うら

田
た

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】　季節に応じて多種多様な事業を
展開するとともに、子ども会活動の充実による公
民館活動の活性化を図ることで、地域のつながり
を深めるなど、地域づくりに貢献した。

４ 川
かわ

野
の

　 勇
いさむ 大

おお

川
かわ

市
し

小
こ

保
ぼ

団
だん

地
ち

公
こう

民
みん

館
かん 前

ぜん

館
かん

長
ちょう
【地域づくり】　コミュニティ協議会と連携し、生
涯学習を推進するとともに、校区の文化祭への出
展、体育大会では住民の親睦を深め、町内住民の
融和を図るなど、地域づくりに貢献した。

５ 大 川 市 徳
とく

永
なが

直
なお

彦
ひこ 大

おお

川
かわ

市
し

道
どう

海
かい

島
じま

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう

【地域づくり】　各種事業を統括し、コミュニティ
協議会と連携しながら様々な活動に取組むとと
もに、校区住民と親睦を深め、河川美化運動やク
リーク清掃を実施し環境美化に努めるなど、地域
づくりに尽力した。

６ 永
なが

尾
お

博
ひろ

人
と 大

おお

川
かわ

市
し

下
しも

青
あお

木
き

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】　鮒釣り大会や夏祭り、神事など子
どもを中心とした事業を展開するとともに、コ
ミュニティ協議会と連携し、町内住民や校区住民
の融和を図るなど、地域づくりに貢献した。

７ 筑 後 市 上
うえ

野
の

京
きょう

子
こ 筑

ちく

後
ご

市
し

野
の

町
まち

公
こう

民
みん

館
かん 前

ぜん

館
かん

長
ちょう
【地域づくり】　すべての住民がふれあい、交流で
きる公民館事業を実施するとともに、家庭・学
校・地域が連携した公民館の活性化のための実
践に取組むなど、地域づくりに貢献した。

８ 飯 塚 市 白
しら

石
いし

雅
まさ

代
よ 飯

いい

塚
づか

市
し

鯰
なまず

田
た

柳
やなぎ

町
まち

自
じ

治
ち

公
こう

民
みん

館
かん 館

かん

長
ちょう
【地域づくり】　社会教育や福祉分野等の各種事業
の企画・運営に対して献身的に取組むとともに、
研修や交流事業を通して他公民館との交流を図り、
情報収集に努めるなど、地域づくりに貢献した。
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平成28年度福岡県公民館連合会表彰一覧（優良公民館表彰館）
種別 番号 市町村名 公　民　館　概　要 特　　　　色

公

立

公

民

館

１ 大牟田市

公 民 館 名 所　在　地 館 長 名 　「ふるさと大牟田講座」
をＨ25～Ｈ27までの三年間
実施した。講座終了後、受
講生によるまなびの成果と
して冊子を作成し、小学校
の地域学習を行うボラン
ティアの説明時の参考資料
として活用している。また、

「三池初市」「三池光竹」な
どの地域行事では実行委員
会へのアドバイス、事務的
な支援を行い、行事成功の
ため地域住民と連携を図っ
ている。

三池地区公民館 〒837−0921
大牟田市御池629－2

浦川一浩
施
設
・
設
備
の
状
況

敷 地 面 積 1,386㎡

建物延面積 1,389㎡

構 造 RC

建築年月日 Ｈ4.9.1

主 な 設 備
研修室Ａ／研修室Ｂ／
和室／料理室／創作室

自
治
（
町
内
）
公
民
館

２ 那珂川町

公 民 館 名 所　在　地 館 長 名
　“まちづくり委員会”を
組織し、高齢者、地域防災、
子育てをテーマに団体間が
連携して活動に取組んでい
る。子育ての活動では、子
ども会活動だけでなく、乳
幼児を対象とした子育て
ほっとサロンを開催し、公
民館役員が「子ども広場」
の取組を実施し、コミュニ
ティスクールの活動も取り
入れながら地域全体で子ど
もを育てている。

王 塚 台 公 民 館 〒811−1121
筑紫郡那珂川町王塚台2丁目146

川嶋好一
施
設
・
設
備
の
状
況

敷 地 面 積 401.8㎡

建物延面積 297.8㎡

構 造 ―

建築年月日 S61

主 な 設 備
大ホール／Ａ会議室／
B 会議室／事務室／調理室

6

第61回 福岡県公民館大会



7

インタビュー・ダイアローグ
講　演



インタビュー・ダイアローグ

「地域の課題解決に向けて、
　　　　『公民館』はどうあるべきか？」

コーディネーター

秋田大学大学院教育学研究科　教授　原　　義彦 氏

　福岡県鞍手町生まれ。民間企業を退社後、那珂川町役場に入庁し、現在、社会教育課勤務。
昨年、社会教育主事講習修了。
【テーマについて】
　公民館は人と人とをつなぐ「潤滑油」の役割を求められていると思います。社会教育の
拠点として公民館を活用できるよう、地域住民が気軽に集える場・学習機会を提供し、地
域コミュニティの活性化につなげることが大切であると考えます。

【テーマについて】
　高齢化率の高い上木月区において、介護予防活動の必要性が高まりました。鞍手町社会福祉協議会がいきいきサ
ロン活動を積極的に推進していたこともあり、協議会の協力を受けながら区・公民館が連携して、平成24年に「上
木月区いきいきサロン」が発足しました。参加案内の声掛けが見守り・安否確認になり、今後も続けていきたいと
考えています。

登壇者

那珂川町教育委員会社会教育課　主事　栗田　　大 氏

　福岡県鞍手町生まれ。民間企業を退社後、平成13年に上木
月区公民館館長に就任。平成18年からは鞍手町自治公民館連
絡協議会の副会長に就任。

鞍手町上木月区公民館　館長　井上　正日出 氏

　福岡県鞍手町生まれ。平成７年に鞍手町役場に入庁し、平成
23年から教育課社会教育班にて、自治公民館に携わる。平成
27年から文化振興係に勤務。

鞍手町教育委員会教育課　主幹　吉田　　幹 氏

　民間企業を退社後、平成25年より安武校区まちづくり振興会職員として勤務。平成27年
より安武小学校父母教師会会長。ふるさと安武が大好きな一男一女の母親。
【テーマについて】
　安武校区では現在「高齢者と子どもの福祉の充実」を重要課題として取り組んでいます。
住民の皆さんがもっと楽に、より楽しく校区行事やボランティア活動に参加していただくこと
が課題解決の糸口になるかもしれません。

久留米市安武校区まちづくり振興会　職員　緒方　麻美 氏
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講 演

「ひとを育て、
　まちを育む公民館の在り方」
～公民館が担ってきたもの、これから担うもの～

秋田大学大学院教育学研究科

教授　原　義彦 氏

長野県生まれ。筑波大学大学院修了。博士（学術）。宮崎大学生涯学習
教育研究センター講師、助教授、秋田大学教育文化学部准教授、教授を
経て、平成28年4月より現職。
専門は生涯学習学、社会教育学。

文部科学省生涯学習政策局生涯学習調査官、中央教育審議会生涯学習分
科会臨時委員等を務める。日本生涯教育学会理事。

・『生涯学習社会と公民館　経営診断による公民館のエンパワーメント』
日本評論社、2015（単著）

・『地域をコーディネートする社会教育　－新社会教育計画－』理想社、
2015（共著）など。

プロフィール

主な著書

主な活動
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大会 月日 開　催　地 大　　会　　主　　題 全体討議テーマ

第１回 昭和28年
1月 県 社 会 教 育 会 館

第２回 昭和29年
4月 八 幡 市

第３回
昭和29年
11月19日
～20日

筑 紫 郡 二 日 市 町
中 央 公 民 館

社教法５周年、青振法 1周年を記念し公民館・青年学
級の重要な諸問題を研究討議し、具体策を探り、既に
展開している生活自立運動の促進を期す

公民館の振興はいかにあるべき
か－社会教育の反省と将来

第４回
昭和30年
11月21日
～22日

大 牟 田 市
中 央 公 民 館

戦後10年間の公民館活動を反省し、困難な諸問題につ
いて徹底的に研究協議を行い、具体的振興策を樹立す
ると共に生活自立運動の推進を期す

赤字財政下の公民館をいかに振
興するか

第５回 昭和31年
10月25日 飯塚市中央公民館

公民館を社会教育機関として整備強化し、勤労青少年
教育の振興事業の効率化・総合化・大衆化をはかり、
新生活運動の促進を期す

公民館の現状はこのままでよい
か

第６回 昭和32年
10月19日 豊前市八屋中学校

地方財政の窮迫や町村合併のなかで、公民館の組織運
営を強化し、特に分館施設の整備と活動の活発化をは
かる

新生活運動の反省と今後の推進
方策について

第７回
昭和34年
11月21日
～22日

福岡市中央公民館
社教法施行10周年を記念し、公民館10年の歩みを顧み
新しい時代に即応する公民館のあり方と振興方策の研
究

公民館10年の歩みとこれからの
公民館

第８回
昭和35年
10月3日
～4日

大 川 市 市 民 会 館
公民館運営の科学化・技術化を促進し、地域の社会教
育センターにふさわしいものとするために設置基準に
則して、当面する問題の研究

地域の社会教育センターとして
の公民館の整備を計画的に推進
するためにはどうしたらよいか

第９回
昭和36年
6月3日
～4日

直 方 市 公 会 堂
地域社会の文化センターとして住民の実生活に即する
社会教育の総合的推進に寄与する公民館活動と経営の
あり方を求めて

地域の社会教育を総合的に推進
するためにはどうしたらよいか

第10回
昭和37年
5月13日
～14日

行橋市行橋小学校 楽しく学び、豊かな暮らしと文化をつくるために公民
館はどうしたらよいか

青少年が楽しく学び健やかに成
長するために公民館はどうした
らよいか

第11回
昭和38年
5月25日
～26日

北 九 州 市 戸 畑 区
文 化 ホ ー ル 住みよい地域社会に豊かな生活文化をつくろう

新しい地域社会の建設と生活文
化の向上発展に資するためには
公民館はいかにあるべきか

第12回
昭和39年
5月31日
～6月1日

福 岡 市 市 民 会 館 ひとりひとりの生活をよくし、豊かな市民性を育てる
ために公民館はどうしたらよいか

公民館への期待－とくに市民性
の向上を中心として－

第13回
昭和40年
5月23日
～24日

筑 後 市 市 民 会 館 変貌する社会における住民の社会教育活動を振興する
ための公民館の役割

地域住民の生活文化を高めるた
めに果たすべき公民館の役割は
何か

第14回
昭和41年
5月24日
～25日

田 川 市 体 育 館 住民の創造的生活の確立をめざす自主的な学習活動を
育てよう

住民の創造的生活の確立のため
に（分科会テーマ）

第15回
昭和42年
5月14日
～15日

豊 前 市 市 民 会 館 今日の生活をみつめ、明日の生活を築くための公民館
の役割とそのための施設設備の充実と配置のあり方

地方自治と住民の学習
（記念講演）

第16回
昭和43年
5月28日
～29日

北 九 州 市
八 幡 市 民 会 館 公民館の近代化と新しい活動の課題を求めて 社会生活の都市化と公民館の課

題（記念講演）

第17回
昭和44年
5月31日
～6月1日

太宰府町九州学園
福 岡 女 子 短 大

急激な社会構造の変化に対処し得る人間づくりと新し
い地域形成のための住民の教育機関としての公民館の
新しいあり方と役割

これからの新しい公民館のあり
方と役割（記念講演）

第18回
昭和45年
5月26日
～27日

久留米市市民会館 未来をひらくための学習と公民館のあり方を考えよう 公民館の理想と現実

第19回
昭和46年
5月25日
～26日

飯 塚 市
文 化 セ ン タ ー

住民の学習に応えられるための公民館の施設設備を充
実し、職員体制を整備し、市民社会を育てるための教
育をすすめよう

岐路にたつ70年代の選択
（記念講演）
公民館の理想と現実

福 岡 県 公 民 館 大 会 年 表
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大会 月日 開　催　地 大　　会　　主　　題 全体討議テーマ

第20回
昭和47年
7月6日
～7日

行 橋 市 市 民 会 館
住民の日常的学習要求に応じる公民館体制の確立と今
日的役割を考え、また新しい地域社会（コミュニティ）
形成のための公民館活動のあり方を考える

明日を創る公民館の新路線
（記念講演）

第21回 昭和48年
5月30日

福 岡 市 立 少 年
文 化 会 館 ホ ー ル 生活に根ざす公民館活動の創造と前進

生活に根ざす住民の教育要求に
こたえるための公民館の役割

（シンポジウム）

第22回 昭和49年 
6月6日

八 　 女 　 市
市 町 村 会 館 魅力ある公民館の創造と前進

実践発表
対面討議
全体討議

住民にとって公民館とは何か

第23回 昭和50年
6月 1日 直 方 市 民 会 館 豊かな地域づくりをめざす公民館

の役割
シンポジウム

講　　演
コミュニティの形成と公民館
これからの公民館経営

第24回 昭和51年
6月3日 豊 前 市 民 会 館 住民の生活を高めるための公民館

事業のあり方を考える
パネル討議
講　　演

住民の求めに応ずる公民館事業
のあり方
住民の生活を高めるための公民
館事業

第25回 昭和52年
9月22日

北 九 州 市 小 倉 南
市 民 セ ン タ ー

住民の学習要求に応えるための公
民館のあり方を考える

分科会（9）
講　　演 これからの社会教育

第26回 昭和53年
7月5日

太 宰 府 勤 労 者
体 育 セ ン タ ー

地域の住民の学習要求に応えるた
めの具体的な公民館のあり方を考
える

分科会（8）
講　　演 地域と社会教育

第27回 昭和54年 
7月3日

大 川 市
文 化 セ ン タ ー

多様化する地域住民の学習要求に
応えるための公民館のあり方を考
える

分科会（8）
講　　演 地域が育てる児童文化

第28回 昭和55年 
6月12日

中 間 体 育
文 化 セ ン タ ー

地域住民の実際生活に即した公民
館のあり方について

パネル討議
講　　演

地域住民の実際生活に即した公
民館の在り方について

第29回 昭和56年 
6月3日 行 橋 市 民 会 館 公民館が果たすべき今日的意義と

役割を考える
講　　演

シンポジウム（3）
青少年をとりまく諸問題に対処
する社会教育

第30回 昭和57年 
6月9日

北 九 州 市
小 倉 市 民 会 館

住民が主体となる公民館の在り方
を考える

講　　演
分科会（8）

住民が主体となる公民館の在り
方を考える

第31回 昭和58年 
8月9日

福岡県立福岡勤労
青 少 年 文 化
セ ン タ ー

「住民の実際生活に即した公民館
の役割と機能を考える」－今、公
民館は地域住民とともに何をしな
ければならないか－

講　　演
分科会（9）

「現代の青少年問題を考える」
−思いやりのある社会づくりの
ために－

第32回 昭和59年
6月22日 甘 木 文 化 会 館 生涯教育の視点に立った公民館経

営の在り方を考える

講　　演
パネル討議（3）

分科会（2）
ニューメディア時代を考える

第33回 昭和60年 
6月13日 飯塚文化センター 生涯教育推進の拠点になる公民館

のあり方を考える
講　　演
分科会（8） 生涯教育の推進と公民館の役割

第34回 昭和61年 
5月30日 豊 前 市 体 育 館 生涯学習を推進する公民館の役

割・機能を考える
講　　演
分科会（7） 生涯学習と放送

第35回 昭和62年
8月6日

北 九 州 市 立
小 倉 市 民 会 館

生涯学習を推進する公民館の役
割・機能を考える

講　　演
分科会（7）

「豊かな心を育てる地域社会の
役割」

第36回 昭和63年 
7月27日

福岡県立福岡勤労
青少年文化センター

生涯学習社会の形成をめざす公民
館のあり方を考える

講　　演
分科会（7）

「生涯学習社会における公民館
の役割」

第37回 平成2年 
11月21日 筑紫野市文化会館 生涯学習社会をめざす公民館のあ

り方を考える

講　　演
シンポジウム（1）

分科会（4）

「生涯学習社会における公民館
の役割」

第38回 平成3年
7月31日 直 方 市 民 会 館 生涯学習時代に対応する公民館活

動のあり方
講　　演
分科会（5）

地域に根ざした公民館活性化へ
の提言

第39回 平成4年
7月30日

久 留 米 市
石橋文化センター

生涯学習時代に対応する公民館活
動のあり方

講　　演
分科会（5）

学校週５日制…公民館はどうす
る‼

第40回 平成5年
9月17日

大 牟 田 市
大 牟 田 文 化 会 館

生涯学習時代に対応する公民館活
動のあり方

講　　演
分科会（5） ボランタリズムの心
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第41回 平成6年
7月29日

田 川 市
田川文化センター

住民とともに生涯学習社会を目指す
公民館の学習・交流活動のあり方

講　　演
分科会（5） 生涯学習における公民館の役割

第42回 平成7年
8月3日 行 橋 市 民 会 館 住民とともに生涯学習社会を目指す

公民館の学習・交流活動のあり方
講　　演
分科会（5）

公民館を元気に未来的にしよう
‼－“愛されるため”の魅力を
アップ…インテリジェント化－

第43回 平成8年
8月7日

北 九 州 市 立
小 倉 市 民 会 館

住民とともに生涯学習社会を目指す
公民館の学習・交流活動のあり方

講　　演
分科会（5）

生涯学習における公民館
－粋な生き方と学衆国づくり－

第44回 平成10年
8月20日

志 免 町 立
町 民 セ ン タ ー

生涯学習時代における公民館の主
体性と役割を考える

講　　演
分科会（5）

公民館のこれから
－社会教育を取り巻く環境の変
化に対応するために－

第45回 平成11年
7月30日

中 間 市
なかまハーモニーホール

生涯学習時代における公民館の主
体性と役割を考える

講　　演
分科会（5） 子どもと地域の教育力

第46回 平成12年
7月28日

久 留 米 市
石 橋 文 化 ホ ー ル

新しい時代への期待、公民館の新
たなあゆみを考える

講　　演
分科会（5）

新しい公民館活動のあり方～21
世紀の公民館像をめぐって～

第47回 平成13年
7月27日

筑 後 市
サ ザ ン ク ス 筑 後

21世紀の到来、地域とともに歩む
公民館活動の新たな戦略

講　　演
分科会（5）

家庭教育を支援する公民館活動
のあり方

第48回 平成14年
8月2日 飯 塚 市 文 化 会 館 完全学校週５日制スタート、公民

館の新たな役割を考える
講　　演
分科会（5）

社会教育の出番は、“今”
～完全学校週５日制に対応した
公民館活動のあり方～

第49回 平成15年
7月23日

苅 田 町 立
中 央 公 民 館

地域拠点としての公民館の新たな
役割を探る

講　　演
分科会（3）

メディアから見た地域拠点とし
ての公民館の役割

第50回 平成16年
8月31日

北 九 州 市
北 九 州 芸 術 劇 場

「地域拠点としての公民館、その
半世紀とこれからの展望」～未来
型公民館の在り方を探る～

講　　演
分科会（3）

「地域の学習拠点としての公民
館」～現状と将来～

第51回 平成18年
8月3日

宗 像 市
宗 像 ユ リ ッ ク ス

少子高齢社会に対応した公民館の
在り方

講　　演
シンポジウム

地域へのメッセージ・会社の人
から社会の人へ少子高齢社会に
対応した公民館の在り方を探る

第52回 平成19年
8月8日

直 方 市
ユメニティのおがた

「公民館の家庭教育支援、今、何が
できるか」－子供の生活リズム向
上「早寝・早起き・朝ごはん」県
民運動－

講　　演
シンポジウム

家庭の教育力を高めるために、
社会教育の力を公民館の家庭教
育支援・今、何ができるか

第53回 平成20年
8月1日

朝 倉 市
サ ン ラ イ ズ 杷 木

「学校・家庭・地域の連携を推進
する公民館の役割」

講　　演
シンポジウム

「社会全体の教育力向上」～学
校・家庭・地域の連携協力～

「学校・家庭・地域の連携を推
進する公民館の役割」

第54回 平成21年
8月1日

柳 川 市
柳 川 市 民 会 館

「教育力向上福岡県民運動の推進
と公民館」

講　　演
シンポジウム

「体験活動を通した青少年の自
立とこれからの社会教育」

「教育力向上福岡県民運動の推
進と公民館」

第55回 平成22年
8月4日

田 川 市
田川文化センター

「活力ある地域を創造する公民館
活動のあり方」

講　　演
シンポジウム

「地域づくり・まちづくりと公
民館の現代的役割」

「活力ある地域を創造する公民
館活動のあり方」

第56回 平成23年
8月4日

行 橋 市
行 橋 市 民 体 育 館 「新しい公共」とこれからの公民館 講　　演

シンポジウム

「『新しい公共』とこれからの公
民館」

「これからの公民館運営と役割」

第57回 平成24年
8月2日

北 九 州 市
八 幡 市 民 会 館

「絆づくりと活力あるコミュニティ
の形成」に向けて

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の絆を深め、活力あるコ
ミュニティを創造する公民館の
役割」

「元気の出るまちづくり」

第58回
平成25年
8月29日
～30日

福 岡 国 際 会 議 場
福 岡 サ ン パ レ ス
福 岡 市 民 会 館

「活力と魅力あるコミュニティづ
くりをめざして」～自立・協働・
創造の実現は公民館から～

分科会（7）
記念講演

※�第64回九州地区公民館研究大
会（福岡大会を兼ねる）

第59回 平成26年
7月31日

春 日 市
クローバープラザ

「地域の課題解決や活性化に向け
た公民館活動のあり方」

講　　演
インタビュー・
ダイアローグ

「地域の活性化に向けた公民館
の役割」

第60回 平成27年
8月4日

岡 垣 町
岡垣サンリーアイ

「地域に活力を生み出す公民館の
役割」

講演
シンポジウム 「活力を生み出す公民館」
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　全長143km、４県にまたがる流域面積2,860k㎡という筑後川は、
別名「筑紫次郎」。日本三大河川のひとつに数えられる九州随一の大河で、
人々は親しみをこめ「ちっご川」と呼びます。市内には九州新幹線の鉄
橋など９本の橋がかかり、悠々たる流れを臨む河畔は市民の憩いの場と
なっています。なお、久留米のイメージキャラクターの「くるっぱ」は
この筑後川の生まれで、市内に多くの逸話が残る河童がモチーフです。

　市の花として愛されている久留米つつじは、春になると街路や公園な
どで花開き、久留米の街中を彩ります。久留米藩士坂本元蔵が開発した
「コケまき法」という栽培技術により誕生した久留米つつじは今では数
百種類。毎年４月の第３土・日曜日に開催される、ウォーキングの祭典「久
留米つつじマーチ」でも、参加者の目を、色とりどりの花で楽しませます。

　久留米ラーメンは、とんこつを長時間煮込んで作られた、白濁したスー
プが特徴。一度食べたら忘れられない味で、食通として知られた作家の
壇一雄氏も「日本一」と絶賛しました。もちろん久留米はとんこつラー
メンの発祥の地でもあり、市内にはたくさんのラーメン店があります。
店それぞれで味が異なるため、自分好みのお店を探すのも楽しみの一つ
です。

　久留米の焼きとりの自慢は、鶏だけでなく牛や豚、さらには馬までの
バラエティ豊かなネタ。かつては鶏肉が高価で、手軽な豚肉が好んで食
べられていたこともあり、現在でも、豚バラ、ダルム、センポコなど、
鶏肉以外のメニューも豊富です。特にダルムは、医学生たちが、その
部位をドイツ語で表現し「腸」を「ダルム」と呼んだことがきっかけと
言われています。また焼きとり店の人口当たりの店舗数は全国有数で、
久留米のB級グルメの火付け役ともなりました。

筑後川

久留米つつじ

久留米ラーメン

久留米焼きとり

　福岡県公民館連合会では、市町村の特色ある公民館活動や公立公民館一覧、県公連の活動状況、
実践交流会で発表された実践事例等をホームページに掲載し、情報提供に努めています。

　YahooやGoogleなどの検索サイ
トから「福岡県公民館連合会」と入力
してもご覧になれます。

○「お知らせ」に新着情報を掲載して
いきます。

○「福岡県公民館大会誌」にこれまで
の大会誌を掲載しています。

　年３回ホームページ上で発行してい
ます。（７月、11月、３月）

○市町村のページ特集
　「特色ある公民館活動」
○こちら県公連

福岡県公民館連合会ホームページ

福岡県公民館連合会ホームページ http://www.fukuokaken-kominkan.jp/

県公連と県内公民館を結ぶ
情報誌です。

定期更新（年３回）以外に、新着情報の随時更新を行います。
ぜひ、ご覧ください。



平成28年８月10日（水）
久留米シティプラザ

福岡県公民館大会
第61回

福岡県公民館連合会　福岡県教育委員会主催

鶏だけではな
いバラエティが

自慢！久留米焼きと
り

各店秘伝のと
んこつスープ！久留米ラーメ
ン

世界各国で親
しまれるクルメ

アザレア久留米つつじ

『　　　　』
久留米市イメージキャラクター

悠々と流れる大河は故郷の風景
筑後川


